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S加dies　in　Languages　and　C雛1搬res，　No．13

共通教科書『APassage　to　English』を用いた英語の授業

大　津　隆　広

1。はじめに

　このたび，『APassage　to　English大学生のための基礎的英語学習情報』（九州大学大学

院言語文化研究院英語共通教科書編集委員会編，九州大学出版会）が出版された。表向き

は大学の共通教育科目としての英語のテキストであるが，そうした授業で通常使用されて

いるテキストとは大きく異なる。ひとつは，大学での英語学習の際に必要な基礎知識と語

彙等のリスト，さらには読解用の英文を1冊の本にまとめ，大学での英語学習に必要な情

報を学生に提示したことにある。また，教宮と学生双方が学習内容を自由に選択できるよ

うに，できる限り多種多様な情報を盛り込んだことも特徴の一つである。そしてこのテキ

ストは平成13年度より九州大学ユ年次全学生を対象とした「英米言語文化演習肩という

授業において一斉に使用される。本稿の目的は，英語学習における英語の基礎的知識の必

要性に関して九州大学の1・2年生に行ったアンケートの結果を示し，このテキストを用

いた効果的な教授方法の一例を示すことにある。D

2．大学生に必要な英語学習の基礎的情報

　九州大学の学生の外国語の必修単位は，文系（文学部，教育学部，法学部，経済学部）

学生では第一外国語7単位，第二外国語5単位，理系（工学部，理学部，農学部，薬学部，

歯学部，医学部）学生では第一外国語6単位，第二外国語4単位である。平成12年度入学

の学生に関して，英語を第一外国語とするものが全体のおよそ98％を占めているという事

実を考えると，ほとんどの学生が2年次までに英語を少なくとも6単位あるいは7単位履

修することになる。

　平成12年度に言語文化科目1として1，2年次の学生に開講されている英語の科目（括

弧内はクラスサイズ）は次のとおりである。

「インテンシブ英語演習1」（20名程度）

「インテンシブ英語演：習■」（20名程度）

1）テキスト編集の経緯，理念，および内容紹介に関しては鈴木右文著「英語共通教科書の試み」（r英語

　英文学論叢』第50号，九州大学英語英文学研究会編，2000年2月発行）を参照されたい。また，編集

　委員では『radlx』No．26（九州大学大学教育研究センター，2000年9月発行）および『言文フォーラ

　ム』No．24（九州大学大学院言語文化研究院2001年3月発行予定）にも，テキストに関連した記；事を

　寄せている。
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2 言語文化論究13

「英米言語文化演習1」α00名程度）

「英米言語文化演：習E」（80名程度）

「総合英語演習」（50名程度）

「選抜英語演習」（15名程度）

　授業で使用されるテキストは，基本的には上記の科目の理念やクラスサイズをもとに決

められる。2）学生は，こうした種々の科目の受講を通して，エッセイや論説文を精読した

り，リスニングカを養成したり，短いエッセイを書いたり，ネイティブスピーカーの教官

と会話練習を行うなど，実践的な方法に基づいて英語の4技能を学んでいくことになる。

表1は平成12年度前期に九州大学で言語文化科目1として開講された205コマの英語の授

業で用いられた教材の種類とその使用の割合である。

表高

教材の種類 論説・小説 総合教材 検定・資格 英文作成 ビデオ教材
リスニン

O・会話
その他3）

全授業に
閧ﾟる割合

19．5％

i40）

21．0％

i43）

1．5％

i3）

8．8％

i18）

3．9％

i8）

3G．7％

i63）

14．6％

i30）

（）内の数字はコマ数。副教材が使用されるケースがあるが，それは含めていない。

　このように多種多様な英語学習の機会が学生に与えられることは，学生自身が英語を学

ぶ目的を明確化し，英語力を総合的に養成するという点では有意義なことである。さらに，

2年次には「英米言語文化演習∬」と「インテンシブ英語演習珀という異なる内容とク

ラスサイズの科目のうち，学生の意欲や目的意識によりどちらかを選択することが可能で

ある。学生自身によるクラスの選択の幅が広がることで，今後は学生間の英語力の差が入

学時以上に広がることになるであろう。実際に授業を行ってみると，高等学校，あるいは

大学受験の時期に学んだはずの英語の知識が，意外と身についていないことに気付くこと

が多い。果たしてこれは英語教師のみが感じることであろうか。

　そこで，九州大学の！，2年次生が英語学習において英語の基礎的な知識を必要として

いるかについての意識を探るために，平成蔓2年度前後期に1年生207人，2年生177入を対

象にアンケートを行った。の大学で英語を継続して学習する際に必要な英語に関する知識

や情報というものを，英語学習法，発音法，語彙力，構文を見極める力，英文作成法，英

2）1年次の必修科目である「インテンシブ英語演習王」では会話練習や英文作成などを通して英語の発

　信能力を養成し，「英米言語文化演習1」では英語の言語的あるいは文化的な知識を学ぶ。「総合英語

　演習」は4技能を総合的に学ぶクラス指定の授業であり，「選抜英語演習」は成績と学習意欲に基づ

　き教官により選抜された学生からなる少数精鋭のクラスである。また，英語の運用能力をさらに養成

　するための多彩な内容からなる「インテンシブ英語演習珀と「英米言語文化演習■」は2年次に開

　講される。

3）教官の自主作成教材がこれにあたり，教材の内容については把握していない。

4）アンケートは英語を専門に学ぶことを目的としていない学部の1，2年生に対して行った。1年生が

　所属する学部は法学部，経済学部，工学部，理学部，歯学部，2年生が所属する学部は法学部，工学

　部，理学部，薬学部である。
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共通教科書『APassage　to　English』を用いた英語の授業 3

語圏の文化等に関する基礎的な情報等の集合であると仮に定義してみよう。学生自身の中

でそれらがどめように整理されていると彼ら自身認識しているのであろうか。質問（1），（2）

でそれらを問い，表2はその結果をまとめたものである。

質問（1）「あなたは，高校までの英語の学習の中で英語の知識や情報が整理されている

　　　　と感じますか。」

質問（2）「現在，あなたは大学で英語を使い，読む・聞く・書く・話すことを丁字とし

　　　　た演習を行っています。その際，英語に関する知識や情報が不足している（そ

　　　　れらがあればもっとうまく演習を受けることができる）と感じることがありま

　　　　すか。」

表2

質問　　　　　　　　　回答 感じる あまり感じない 全く感じない わからない

13．0％（27） 56．◎％（U6） 20．3％（42） 10．7％（22）（1）高校までの学習で英語の知

@　識や情報が整理されている

@　と感じますか。 14．1％（25） 55．9％（99） 23．2％（41） 6．8％（12）

69．1％（143） 18。4％（38） 4。3驚（9） 8．2％（17）（2）現在，英語に関する知識や

@　情報が不足していると感じ

@　ることがありますか。 72．9％（129） 19．2％（34） 2．8％（5） 5．1％（9）

上段は1年生，下段は2年中を表す。（）内は学生数。

　質問1に関して，英語の知識や情報が整理されていないと感じるとする回答が1年生，

2年生ともに75％を超える。学生は大学入学時から既にそれらを整理することなく単に暗

記し，理解していると感じている。学生の中には，高校までの英語の知識は受験のための

ものであり，受験勉強という特殊な方法では個々の英語の知識が有機的に関連することは

ないとコメントするものもいた。質問2は大学での英語学習の際に感じた英語の知識や情

報の不足について問うものである。ユ年生，2年生ともに学生の70％程度が，知識不足を

感じている。その割合が2年生がわずかに大きいのは，大学で学習を継続するにつれてそ

の認識が強められることを示唆している。また，両質問とも明確に意思表示ができない「わ

からない」という回答は！年生に多かった。大学で学習する英語との関わりがまだ浅いた

めに，判断が難しいのであろう。

　実際にそうした知識や情報の不足を補い，大学での英語学習を効果的に行うためには，

それらの整理を目的とする授業が必要になる。次に，そのような授業の必要性について質

問（3）を行い，表3のような結果を得た。

質問（3）「あなたは，英語に関する知識や情報を体系的に学ぶ授業が大学で必要だと思

　　　　いますか。」
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4 言語文化論究13

表3

質問　　　　　　　　　　　　回答 必要である 必要ではない どちらでもない

35．3％（73） 13．5％（28） 51．2％（106）
（3）英語に関する知識や情報を体系的

@　に学ぶ授業が必要だと思いますか。 40．7％（72） 11．3％（20） 48．0％〈85）

上段は1年生，下段は2年生を表す。（）内は学生数。

　英語の知識不足の認識がそれを補う授業の開講の必要性に直接結びついているとは読み

取ることはできない。しかし，これまでそのような授業が存在しなかったわけであるから，

ある意味では必要性を判断できないという過半数におよぶ回答が出るのは当然かもしれな

い。明確な形でそのような授業を開講すれば，自ずとその必要性を感じてもらえると好意

的に解釈したいものである。また，1年生と2年生を比べると，必要性を感じると答えた

割合が2年生の方が高いのは，質問（2）の意識と比例しているからであろう。1年次の前

期に回答した学生は大学の英語演習が始まったばかりであり，それに対して2年次の後期

に回答した学生はすでに5あるいは6科目の英語演習の受講が完了していることになる。

この違いが，両者の認識の差に大きく影響を与えていると思われる。1年次前期は受験直

後であるために，それほど知識不足を感じることはないのであろう。しかし，2年次後期

にもなると，大学の英語学習がそれまでのものとは異なること（つまり英語の知識とその

応用力が必要であること）に気付いたり，英語学習の時間が減ることで，高校までに習得

した知識が次第に忘れ去られることを実感するとも考えられる。

　最後に，次のような質問を行った。

質問（4）「あなたは大学でも英語を学習する意欲がありますか。」

表4

質問　　　　　　　　　　　回答 あ　　る な　　い どちらとも言えない

（4）英語を学ぶ意欲がありますか。

82．6％（171） 13．0％（27） 4．4％（9）

83．1％G47） 11．3％（20＞ 5．6％（10）

上段は1年生，下段は2年生を表す。（）内は学生数。

　意欲を示す学生が予想以上に多かったことは喜ばしいことである。また，意欲があると

答えた学生は全員，質問（3）で英語の基礎的情報を教わりたいと希望していることがわかっ

た。そのような授業の開講が早急に望まれており，共通教科書を用いて全学生に平等にそ

の機会が提供されることはとても意義深いことである。

　大学の授業で用いられる教材のほとんどが市販の大学教科書である。中には英語の運用

能力に必要な基礎知識について解説を加えたものもあるが，分量は少なく十分であるとは

言えない。これまで大学で行われてきた英語の授業で情報の整理がなされなかったと批判

しているわけではない。ただ，体系的には行われなかった，あるいはその度合いがクラス

により偏りがあったと述べているのである。九州大学大学院言語文化研究院英語科が平成
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13年度より1年次の全学生対象に「英米言語文化演習i⊥という科目で一斉に共通教科書

rA　Passagao　English大学生のための基礎的英語学習情報』を用いるに至った理由は，

大学入学の早い段階で一定の英語の知識や情報を整理し，そうした共通の知識基盤を身に

つけた上で，学生にはそれぞれ個々の技能の習得に向かって欲しいと考えるからである。

3．rA　Passage　t◎巳nglish』の効果的な使用方法

3．咽．第1部と第2部の相互参照性

　本テキストは形の上では第1部と第2部からなる2部構成である。第1部は内容的に2

つに分かれており，前半の第1章から第9章（第7章から第9章までは英文で書かれてい

る）までは英語の学習法，音声，文法，文章作成，英語圏の文化などに関する解説を書き

下ろし，読み物の形でまとめられている。さらに。第1部後半の第10章から第16章までは，

語彙，熟語，表現などを広範囲にわたり網羅した資料となっている。一方，第2部はタイ

ムなどの雑誌や読みやすい専門書から抜粋された精読向きの英文に注釈を付した20章から

なる。以上，全編300頁以上からなる本テキストは以下のように3つの内容にわけること

ができる。

第1部第1章～第9章：英語学習情報の解説

第1部第10章～第16章：語彙等の資料

第2部Chapter　1～Chapter　20：読解用の英文

　本テキストの目的は，副題が示すように英語の基礎的な学習情報の整理にある。編集委

員の中で，情報が指すものは，第1部の解説と資料だけではない。英文を読むことで，さ

まざまな英語表現，構造や語彙の使い方の法則などを情報として収集することができると

考えれば，第2部も有効な生の英語情報であることになる。

　本テキストの特徴は，学習者は網羅されている英語の情報を自主的にアクセスできると

いう保証のもとで，教宮はそのすべてを授業で教えるのではなく，自らの教育方法に基づ

いた授業の組み立てが可能なことである。学生もレファレンスブックとして，あるいは情

報保存の場所として必要な時に手にとることができる。しかし，第エ部と第2部の相互参

照という形で授業を組み立てることで，本テキストの効果はさらに高まると考えられる。

学習者は第！部で得た知識や情報を第2部の英文の中で確認したり，英文を読むことで，

基礎的な知識へとフィードバックすることができる。相互参照はこのテキストの目玉であ

り，それを押し進めなければ，結局は従来の文法の授業，あるいは英文読解の授業と同じ

ようなものになるであろう。第1部と第2部を結び付けることで，英語の情報力の定着は

より活性化されると考えられる。5）

5）もちろん，両者を分けて教える（あるいは，授業では片方しか用いない）ことも可能であり，本章で

　述べることはそうした方法および効果を否定するものではない。
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6 言語文化論究13

3．2．具体的な使用方法および相互参照の例

　テキスト使用者の便宜を図るために，半年間テキストを試行的に使用した経験をもとに，

第1部と第2部の相互参照の可能性を含めて，授業の具体的な組み立てについて考えてみ

たい。第1部の第！章から第6章までの解説は日本語で書かれているので，学生には授業

前に一読するよう勧めた方が授業を円滑に行うことができる。

3．2．1．第1章「英語の勉強方法：参考文献や検定・この本の説明」

　第一講目に，学生の目的意識を調べたり，英語学習に関連するさまざまな情報を与える

ことで学生の意欲を高めるために使用されたい。オリエンテーションを兼ねて，教官自身

の大学時代の英語の学習方法などを紹介されると学生にはよい刺激となるであろう。

3．2．2．第2章ゼ英語の発音」6）

　日本人学習者が苦手とする英語の発音についての解説である第2章は，2回の授業で消

化できる分量であり，母音と子音に関する説明に分けることができる。

　母音に関して，〔匂］，［ε］，［っ＝］などの発音の仕方は，説明がなければ学習者には推測が

つかないであろう。さらに，［お］，［A］，［g〕，［G］のような4つの類似した（学習者には

同一音であると認識されている恐れのある）母音を発声する際のロ腔の形状の違いや，

［i：］，［月の音の違いが単に長短の違いではないことなどを解説と練習問題により学生に

情報として提示することができる。例えば第2部のChapter　1の抜粋であるG）の中の

summer，1amb，　alive，　monitoredには［A］，［お］，［e］，［G］の母音がそれぞれ含まれてお

り，histolyとsheepには［i：］，［夏］が含まれている。

（1）On　a　s磯s鷺鵬鵬er鷺ight，諏至y　l996，　at　5　P．m．，　the　most　farnous叢a磁むin盤is竃蟹y

　e難tered塩e　worid，　head　and郵orelegs　first．　She　was　bom　i燕ashed，　jus宅dow鍛the

　road丘◎m　the　Rosli豊亙ns宅i工匠e　in　Ros薮丑，　Scotland，　where　she　was　created．　And　yet　her

creator，夏an　Wi夏mut，　a　qu三et，　balding難y－two－year－o夏d　embτyologist，　does益ot　re搬ember

　where　he　was　when　he　heard　that　the　lamb，　named　Do夏1y，　was　bom．　He　d◎es　not

even　recall　get掘g　a　telepho獄e　ca11丘om　John　Bracke簸，　a　scie獄tist　wh◎had搬。墾蜘驚認

　the　pregnancy　of　the曲ee璽之ha之gave　birth　to　Do鷺y，　saying　tha宅Dolly　was　a璽董ve　and

healthy　and　weighed　6．6　kilograms，　or　14．5　pounds．（Chap亀er　1：p．248，　L1－8．，以下

太字は著者）

また，［司，［醐における本質的な音の違いも，同じ英文の後半にあるtookとsoo難を対比

することで理解を深めることができる。

　子音に関しても，学生には馴染みのない発音記号（［∫］，［3］，［刎，［d3］など）がいく

つかあり，説明を要するところである。例えば，歯間音〔θコ，［δ］と歯茎音［s］，［z］の違い，

破裂音［b］と摩擦音［v］の違いなどは，説明の後にChapter　2を読みながら確認することが

できる。抜粋箇所（2）には，歯間音を含んだthick，　there，歯茎音を含んだsensidve，

6）解説部分や練習問題の発音に関して，九撰大学の授業では別途カセットテープが準備されている。
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represen宅ation（ともに，有声音・無声音の順），破裂を伴うbasisと摩擦を伴うveryが含

まれている。

（2）The為asis　of　all　our　impressi◎n　is　conscio娘s鍛ess，　or，　as　Ka厩said　in宅he　ope難i簸g

　1沁es　of　the（ン出品鰐げP％解ノ～6σ50㌶ε，“Tぬere　is　no　doub重that　a11　our　knowledge　be摂簸s

　w油expe嶽ence．”No宅。難1y　our　expe貢e鍛ce　of　time，　but　also　o積r　re騨ese継農重量◎蹴of宅ime

is　based　up◎n　consci◎寝sness．　We　do　not　represent　the　world　as蝦s，　we　represe叢our

　world　as　we　perceive　it．　If　our　eyes　were　se顯§蓋重養ve　to　o宅her　ba簸ds　of　radia宅lon，負）r　ex－

　ample，　we　would　see　a　ve罫y　dif£erent　wodd：if　the　re毛ina　were　sensitive　to　i難乏ra－red　ra－

　diatiOn，　We　wOUld　be　able　tO　See　OUr　way　clearly　ln癒重。藪負）9：癒ere　w◎u茎d　be鍍。　thiCk

　敷）g．　（Chapter　2：p．250，1－7。）

　発音記号の説明は単調ではあるが，正しい英語の発音に近づけるという練習が大学入学

時まで軽視されている事実を考えると，早い段階での説明が必要である。それにより学生

は自分の力で辞書を使って単語の発音を確かめることができる。音読ができないというこ

とは同時にその音を聴解できないことである。正しい発音へ矯正する意味で学生には第2

部の音読を心掛けさせたいものである。7）

3．2．3．第3章「語彙力をつけよう」

　第3章は語彙形成の規則性について平易な解説を行ったものである。この章は第12章「語

彙の整理箱」との相互参照が細かく記載されているので，接頭辞，接尾辞，品詞変化，類

義語，反対語など，語彙の例に触れながら解説を行うことができる。さらに，英文の中で

の語彙の使い方に焦点を当てながら第2部を読むことで，第2部との相互参照について考

えてみよう。英文読解中心の授業になると，英語の語彙の意味を日本語で置き換えるだけ

で過ぎてしまうことが多い。真の語彙力を定着させるためにも，個々の語彙の意味合いを

考えながら英文を読む姿勢をつけさせたい。例えば，（3）のような評論的な英文になると

抽象的な語彙が多用される。それらの意味や微妙なニュアンスの決定は文脈に深く依存す

ることを学生には教えてあげたいものである。

（3）As　English　ex宅ends　worldw三de，　its騨es銀ce　is　widely　viewed　as轟磁e簸d＆1　A量ms

　such　as量鷺建e罫獺我重量。山農翌蚤簸te盈董i薯iわ議麺y　and蝕atio簸＆蓋量《1e蹴重髭y　are　p◎sitive－sounding　aad

　致）rward－lo◎king．　Bu亀there　is　a職other　side　to　the　coin，　for　E難glish　is　no之always

　welcome。　its　prese捻ce　may　ge簸e鍛te農齪a悪磁気s搬，　especia簸y　when　it　is　perceived

　to貢齪e蜘re　with　the　character　or　use　of　local　languages．　N就量。簸農璽is重童。鵬ove勲e聡重s

　may　tOtally　rejeCt　it－and　nOt　a1WayS　peaCefUIly。

　　There　iS　aiWayS搬滋獺h翌最腿e顯Ce　aS　la鍛9疑ageS　COme　intO　COntaCt　Wi宅h　eaCh　OtheL

　English　itself　has　a　long　history　of　bon℃wing　formαher　languages，　a鍛d　is　always　ready

to　increase　its亙ex蓋co級through　the農。鱗壷s嶽㈱◎f　loan　words．　Whe難◎ther　la鍛guages

7）将来的には，第2部の英文をネイティブスピーカーが録音したものをCDなどの音声資料にして教科

　書につけるなどの工夫が必要であろう。
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borrow　heavily　ffom　English，　however，　the　local　reaction　may　be　far　less　positive．　People

may　complain　abo慧t　the　excess量ve　in烈uence　of　English　o益　their　la難guage，　a簸d　their

country　may　even　try亀。嚢e日豊s璽厩e　against　it（as　in　Fra且ce）．　Such　activities　may　be

paSSiO豊ately　p縫rSUed，宅hOUgh　any　S鷺CCeSS　iS　likely　tO　be薮mited　tO　reS定hCted面磁［滋簸S，

s積ch　as　official　publications　or　committee　dicdonahes．（Chapter　3：p．252，　L1－14．）

　　さらに，語彙力の増強には第11章「抽象語彙：覚えておきたい単語」，第12章「語彙の

整理箱」を用いて単語の小テストを数回行うことで，学生の語彙力を増強させる工夫も必

要であろう。8）

3．2擁．第4章「動詞に関する知識」

　　第4章は解説のみで内容を理解するのは難しいかもしれないので，第2部の英文を参照

することで学生にその理解を深めてもらいたい。第4章のいくつかの項目における参照の

例を挙げる。

（1）4．3．

　　他動詞構造の目的語の補語の例として，（4）には補語にas句をとる動詞が多用されてい

る。さらに，（5）では補語に形容詞や過去分詞をとる例である。

〈4）As　E鷺glish　extends　worldwide，　its　presence　is　widely　viewe通農s　bene負cia1．　Aims

　s琶ch　as　interna宅io簸al　i鍛telligbiiity　a！｝d　natio玲al　iden建ity　are　p◎si皇ive－sounding　and　forward一

　茎ooklng．　B慌there　is　another　side　to　the　coin，　fbr　English　is　not　always　welcome．

　Its　presence　Inay　ge難era宅e　antag鍛ism，　especailly　whe盤it　ls　perceived　to　ln宅erfere　with

　the　character　or　use　of　local　lang硬ages．　Natio豊a韮stic　m◎vements　may　totally　relec£

　lt－aHd　no宅always　peacefuUy．．．．

　　　LexicaH獄vasio鉦is　feared　because　it　is　see簸農s宅he　thi簸end　of　a　wedge。　Linguis宅ic

　history　co簸tai戴s　several　examples　of　English　supplan宅lng　o癒er　languages－Cumbric，

　Comish，　Nom，　Manx，　most　North　Amedcan亙ndian　la訟guages．＿

　　　English　may　be　r匂ec竃eδas　an　o爺cia1茎anguage　because　of　its　associati◎n　wi生h　colonial

　history．　This　has　hapPened　several　times　i貧rece簸t　years．　（Chap宅er　3：P．252，1．1－25．）

（5）＿　Rudimentaτy　k簸owledge　o更elephants　wo磁d　have裏《e継鵬e　s醜：aherd　with　sma1茎

　ca韮ves　is　particulady　alert　to　danger；elepha簸ts　doゴt蓋i〕ke蓬蝕e自棄r　s費ace　i簸v＆｛丑e｛璽；負apPing

　ears　are　a　direc宅wam沁g．（Chap宅er　15：p．286，1．7－9．）

（2＞4。4．

　　動詞や形容詞の後に来て名詞節の働きをするthat節のタイプについて，（6）では他動詞

構造の例（宅reat＿as～，　take＿as～）に加えて，　be　awareとbelieveの2つの述語が

用いられている。be　awareではthat節の内容は書き手自身の事実認識に限り無く近く，

believeに導かれたthat節の内容はアメリカ人の信念を表しているだけで，断定性は弱い。

8）資料を使った小テストのやり方は3，3．を参照のこと。
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（6）Idon’t　know　when　r五rst　became　aw鍵e　that亙was　deeply　interesもed　i狂time　as

behavior，　not“what　is　time～”i益the　philosophical　sense．　Mine　has　been　more　of　a

　phenomenological　approach－that　is，　I　have　been　most　interested　i難h◎w　time　is　used

　and　structured　by　different　peoPle　in　different　situa宅ions　a鍛d　i鍛　the　effects、of　these

differellces．　For　example，　whlte　Am¢riCans，　part三。嚢1ar1y　whe獄1iving　in　Medi婁erra登ean

　c◎unthes　and．i捻Latin　Ame嶽ca，竈艶農t　time　as　a捻unc◎獄scio慧s　language，　the　rule　of

　which　are　bi簸ding．＿

　　　It　wasn’t　hard歪br　me　to　see　that　the　Amehcans　were　taki簸悪宅ime　as　a　consta簸t

　i鍛soclal　rela宅ionships　andむe豊ieve媛thadt　was　so瓢e出魚g　that　cou五d　be　relled　o簸to褻ve

　atnler　reading　of　the　natUre◎f　a　relado薮ship　a鍛d　how　the　other　perso捻felt　thaa　what

　was　said　in　words　fbr　the　sake　of　po王i宅eness　and　co盆ven毛io難．（Chap宅er　8：p262，1。1－26．）

　　最後に，4．1．，4．2．の理解を深めるために，第13章「基本動詞を用いた熟語」を用いて

小テストを行うこともできる。動詞や形容詞の文型についての知識は第15章「補部：動詞・

形容詞が何を従えるか」を参照してもらいたい。

3．2．5。第5章「構造の知識」

　　第5章も第！部の中で解説が難しい箇所である。できる限りたくさんの第2部の例を参

照することで，ここで扱われる種々の構造に関する知識が補完されるであろう。

（1）5．2．

　　形式主語構文は学生にとって比較的馴染みのある構文であるので，（7），（8）のように，

長いまとまりを持ち重要な内容を担うω不定詞句や宅hat節を文末に置く表現が好まれる

と．いうことは容易に理解できるであろう。

（7）飛出was　wτo盤9建。掘誼建恥ad　co磁。艦灘盛cate　w孟癒我s建ra蹟墓e　e董e帥a窺囎超er

　癒ese　circ三八s竈鐙ces．　Yet　he　commica宅ed　very　clearly宅。　me：he　was　angry　and夏

　shoul（i　leave．　夏believe　this　is　a　realistic　descripti◎n。．．．　（Chapter　I5：P。286，1．11－13．）

（8）＿0鍛．the　other　hand，　if　we　were　just　l　perce鍛t　farther　ffo瓢宅he　Sun（94艶i11量on

　i鍛s之ead　of　93　m遡1◎n），　the　giaciers　w◎uld　take　over．　And　if£he　Earth’s◎rbit　were

　alittle　more　elliptical　than　it　is　so　that　it　was　too　close　in　some　spots　a簸d　too　far

　in　others，　it　wo質1d　constan晦go　from　o鍛e　extreme　to出e◎ther．　This，　greatly　naπowed

　宅蓋e　ecosphere．　Clearly，量建　蓋s　j眼s重　重盤e　墓re川重es詫　s電罫oke　of璽眠ck　千躰＆芝　E同ず琶ぬ　弛＆s　a

　翌ear置y　ci罫C騒戸口r　oτもi重t飯a輩kee欝S量t　w鮭h量盟電豊a重轟rea《丑蝕翻y麺＆r穿ow　ec⑪S夏》雛ere　a重a夏藍

　竃i簸蓋es．．．．　（Chap宅er　l7：p。292，1．27－32．）

（2）5．3．

　　構造的に独自性をもつ形式主語構文に比べて，文の一部がまとまりのある切れ目から文

末へ移動された構文は理解しずらいので，第2部での例を参照しよう。（9）では，主語で

あるLittleの後の前置詞句（about　how宅he　rules　of　a　language－grammar　and　syntax－are

codi飴d　in　the　mind）が切り離されて文末へ移動されている。また，（至0）の2例では，と
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もに先行詞aca11．の後の関係詞節が後置されることで，重要な情報としてベルベットモン

キーの呼び声の意味の違いに焦点が当てられることになる。

（9）Fof　childre勲，1eaming　a　language　seems　ef負）rtless，　while　adults　must　strug91e，　often

　．績難s駁ccessfully，　to　acquiτe　a　second三anguage。　ThiS　is　a　cognitive　mystery　researchers

　are　only　begin益ing　to　understand三Little　is　k薮own，　fbr　example，　aわ。磁蝕ow漁e鞭豊es　of

　a旦a簸g胆age＿9ra搬鵬a遺r　a簸｛萱sy夏就ax－a罫e　co｛量盗e｛璽i簸t簸e簸ゑ量窟量．（Chapter　4：p．254，

　1．14．）

〈10）＿There　ls　deaτevidence宅ha宅velve宅mo益keys　use　separate　calls　for　each　of　these

　℃ypes　of　danger　b6cause　predictable　respo勲ses　co簸siste就1y　fb11◎w　each　ca11．　If　the　threa宅

is　fオ。魚hawks　or　eagles之he　ca簸given　causes　t薮e　vervets　to　look　up．　If　the撫reat　is

　丘om　a　s鍛ake　a　call　is　pr◎duced趣a建。撮夏ses　ve亙ve重s電。亙。◎k面w聰．亙f　a　large　predat◎r

　ca宅is　nearby　a　ca1夏is　produce（量癒厩ca臆ses　ve翌vets　to　c鰻磁わ鍍ees．　Apparently　the

　calls鍛◎宅。簸1y　di薮ereh宅iate　among　types　of　danger　b就also　communica宅e　wha宅apPropha宅e

　resp◎nses　should　be　taken．　（Chapter　11：P．268，　L23－29．）

（3）5．4．

　　文単位で生じる倒置の一つの例として，条件節の代わりをする倒置の例が（11）であり，

here，　thereが文頭に置かれた場合に生じた倒置が（12）の2例である。

（11）＿Aco渡ple◎f　paragraphs　back，亙managed　with訟。　effbrt宅。沁dude　f6ur　different

　words　refe㎡難g　to　robbery　in　just宅hree　se厩ences：‘plu難der’，‘1arc6ny’，‘pec穏atioガ

　a難d‘theft，（all　but　the　last　are　borrowed！）．翻我｛H　ca罫e《ho　tax灘y蓋簸ge搬逢i建y　a瓢董癒e

　艶a《璽eゼs群組量e露ce，　I　could　have切ected　as　many　agai登．（Chapter　l4：p．28◎，　L28－31．）

（12）“Ah，　me，”難e　said宅。　himself，“we　must　get　out　of　this　wild　canyon．　Here　we　must

　leave負）積r　of　our　little　lambs　dead。　Bad　luck！But．．．then＿here　co搬es　the　light，　the　sun，

　and，　after　a11，　thiS　iS　a簸0宅her　day．”

　　　As　the　shΦherd　was　extinguまshing癒e　camp　fire，癒ere　a拶夢ea罫e｛i◎翻癒e乾。欝of出e

磁a藪）鋤W柚a繊S謝e輩磁e嶺0蝕e農ve簸as癒◎眼9躯of艶由悪ぬ抽lse撫0癒e　s漉．
　　（Chapter　lO：p．266，1．3墨一p．267，　L3．）

（13），（14）は，否定要素が文頭に来るために生じた倒置の例である。

（13）駕。亘⑭顛薯eず畳s偽eair　oveτ搬a簸y　o憂A搬eric＆，s　ci電量es　visi魏y　s眼翌ie通a簸d［i髄一

　creasi顯菖亙y　聴簸蚤璽ea耽蟹翌互．　Rather，　from　197G　宅0　1997，　combine（i　emissions　of　the　six

　malor　po恥tants　the　govemme飛meas蟹es－carbon磁◎noxide，鍛itrogen　oxides，　hydro－

　caτbohs，　particu夏ates，　s登1fUr　dioxi（1e　and　lead－declaτe（董31　percent，　says　the　report，

which　gives　much◎f　the　credit　to　govemment宅ailpipe　controls　on　cars．（Chapter　6：

　p．258，L6－10．）

（14）For　centudes，　the　Eng1｛sh－speaking　peoples　have　plu鷺dered　the　world　for　words，
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even　as宅heir　military　and　i鍛dus宅rial　empire　builders　have　plundered　it　fbr　more　ta簸gible

goods．　And　linguistic　larce簸y　has　this　maloτadvantage　over　more　c◎獄ve盆iona1宅ypes　o至

theft：三t　enhches　the　penetratior　without　imp◎vehshing　the　victim．醤蟹塾ave撫ese

Ce搬磁eS・錨塵9樋S建iC夢eCU輔・簸嫉臨9紬‘faCe亙eSS躍姦C軸6認’；・鍛the　C・n一

£raτy，　they．墲≠魔?疹ve簸us撫e茎argest，　more　vahegated　a勲d　mos亀expressive　vocabuiary　in

the　world．（Chap宅er　14：p．280，1．1－6．）

倒置の最後の例として，（15）は場所表現が前置されたために生じた倒置である。明らかに，

場所表現であるsomewhere　acr◎ss塩e◎cean　or　beyonahe　m◎簸n毛ai難sは旧情報であり，

倒置により結果的に主語である女性の定義に焦点が当てられることになる。

（15）＿Nature，　especially　whe難re瓢ote丘◎m　traffic　a狙d　agric慧1ture，　responds　like　a

　devo宅ed　mistress　t◎his　eveτy　mood．　Ocea簸s　a鍛d搬。翌厩al簸s，　f6rest　and　heath　provide

　the　encha叢ed　sce鍛ery　fbr　his憾ending　drama　of　the　de薮a磁1◎捻ely　spidt　B就

S掘e幅eずe瞭OSS癒e　OC£雌。ゆey。翻癒e磁。雛訟童藪S量S癒e　WO瓢脇鋤曲0磁
　詑ぬe盈。搬a鍛重ic壷s　se農rc簸i鍛悪，重盤e　Wo璽簸我簸w簸〔》wρ顯璽亙ea｛董蝕至夏簸。麗詫〔》f壺菱sζ董re＆醗。ぼ

重ove，伽se　e蛾icずeveτ量es勲建璽㈱sse鍛通eS磁わes，　i齪。　aτea鼠わ櫨e雌eSS互y

　ecs重＆建量。　Teia電io髄s蝕量ρ．　（Chapter　l2：p．272，1．44（1．）

（4）5．5．

　　いわゆる強調構文（it分裂文やwh分裂文）を用いることで，構造的に情報の新旧ある

いは重要性を区別することができる。まず，it分裂文の例を第2部から参照してみよう。

（16）は携帯電話が健康に与える影響を述べる文脈であるので，その問題の所在が「頭への

近さ」にあることを重要な情報として書き手は述べている。つまり，it　is以下の情報が焦

点となっている。

（16）The　B姦s之ol　w◎rk，重◎be　p醐1曲ed　nex乞m磁h　in　tぬe　lntα灘ati◎naUoumal　of

　Radiatio鷺Biology，　fdlows　a　study　ca頃ed　o級t　by　Dr．鶏ell　Ha貧ss◎n　Mild　on　11，00◎

　Inobile　ph◎ne　users　in　N◎rway　and　Sweden，　which　showed　an　i豊αease　in、headaches

and　fatigue．“夏建is癒e騨・x長門y密・蓬蝕曲ea“癒滋see搬S重曲e重蝕e脚翻e鶏”

said　Mild．“Whe簸the搬obile　phone　users　switched　to　devices　such　as　earpieces，80

　perce鍛t　of　the　symptoms　disappeared．（Chapter　20：p．304，1．32－p．306，1．L）

これに対して談話の流れが意識される場合には，G7），（18）のように情報提示の順番が

（16）とは逆になることがある。

（17）＿Our　words　can　glide　with　the　supple　grace　of　a　ba1夏er沁a　or　lumber　a宅the　lumpish

　pace　of　a　pedant；宅hey　can　embei茎ish　our　utterances　with　elegant　arabesques　of　sound

　and　sense　or　obfusca宅e　them　wi撫meret丘cious　and　sesquipedalian　rhe宅odc．　They　ca！l

　scorch　like　the　desert　s“n，　caress　1癒e　a　s妓mmer’s　breeze，　sting薮k：e　winter　sleet；they
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　can　say　anything－or　nothing．

　　　夏tiS£蝕e　e簸Or瓢0腿S我鷺｛董Vaずiegate《i葺eXiC◎簸0£E簸9蓋iS量1，　far磁Ore樋互a翌t萱亙e凱eずe

　顯縫鵬勧eτs　a鍛《i霧eo菖ra簾》ぬica璽s璽｝rea《至of　its　s聾eakers，建h農詫tr鷺夏y瓢akes　o麗r鷺at量ve

電0簸9騒e瓢鍵ve獲綴S一艶akes量ち量麺ねct，　a瓢e曲磁fb罫t翫eρredse，　V董v遍a舩S曲重豊e

　ex夢ressio簸of建賑。翌9薮重a強d　e艶。蔽。簸t丑亙段t麺as簸。　e｛亙観a亙，茎｝as重or獲｝rese簸重．（Chapter　14：

　p．282，L13－21．）

（18）一．Mill　distinguished　betwee鍛“received　opinion，”穫ncri乞ically　acceP毛ed　by　an

　audience　from　some　figure　of　authori宅y，　and　a簸opinion　formed　through　con宅roversy　and

　critica夏de薮berat｛◎n．　夏亀is　o簸嚢y建賑了。覗薯簸建ぬe　且a重建e望璽rocess，廼藍麗我rg麗e｛董，重ぬ農重t翻e

i翻i嘱囎夏S盤綴互曲e農蝕亘e重0蝕0翻a認ex騨ess　a齢襲i蜘翌w挫悪e難麹cO頚V量C詫i畷．

　＿　（Chapter　19＝p．3◎0，　L27－31．）

これらの例で，it　isの後の情報は先行文脈で既に言及されている情報であり，書き手が重

要な情報として提示したいのはむしろthat節の内容である。そのため，（17）は「そうし

たたくさんの多彩な英語の語彙があるお陰で……」，（18＞では「その後者の過程を経ての

み……」という読み方が好ましい解釈となる。

　　一方，（19），（20）はwh分裂文の例である。（19）のwh節の「ルソーがわれわれと何ら

かの関わりをもつ」ということは文脈から自明の理であり，また（19）のwh節の「ニクソ

ン氏には何か恐れているものがある」ということは先行文から簡単に察することができる。

その点で，ともにwh節の内容は旧情報であり，書き手が伝えたい重要な情報は補語の内

容である。

（19）＿Ababy　is　not　ffee　but　seveτely　conditioned　by　its　helplessness．　Ph通litive　me！1，

　moving　fear劔1y　aRd　wahly沁their　own　elabora宅e　worid　of　menaci鍛g　spidts，　taboos

　a簸dtribal　cus宅oms，　have　less　fでeedom　tha難we　have．　With漁e　famousεo磁1　Co二三

　a鍛dthe　arg縫me航s宅hat　Rousseau　based　upo難i宅，　we　have簸othi鍛g　to　do　here．　But

　w蝕鍾趨oes　co簸ce鋤聰s，　because　it　is　something　he　beq鷺eathed　to　the　Roma難tic　Age　and

　we　have　not　done　with　it　even　ye宅，蓋s藪豊s　id銀癒雄壼eedo磁塾as最。癒i簸悪重⑪δo　w亘磁

　a簸y翁鱒艶。繍童0盤of盤eceSS量ty，ξ遡y＆CC◎醗磁磁ati磁重0癒eπe＆藁wo麗，癒e　ri妙重

わa璽｛搬ceもe建wee簸癒e　cO簸scio観S癌颯且ook量聡0滋wa鵡a認癒e題簸CO麺sci磯S；＿

　　（Chapter　12：p．272．1．28－35）

（20）＿A負er　48　hours　the　wish負）r　death　can　be　met．　For：Lloyd　Nickso簸，　a　54－year－old

　Darwin　resident　sufεering　f士om　pulmo簸ary負brosis，癒e　legislation　means　he　can　get

　on　with　living　without　the　specter　of　a　terrif夕i鍛g　death　fオom　his　respiratory　conditio盆．

　“1’mnot　afraid　of　dying　ffom　a　spihtual　point　of　view，　but　w賑ad　was　a壼a翅◎f　was

　血◎wrd悪。，　because　rve　watched　people　die　in　the　hospitai負gh宅ing　for　oxygen　and

　clawing　a宅their　masks，”he　says。（Chap毛er　16：p．288，　L21－26）
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3．2．6．第6章r英文解釈・英作文で誤りやすい文法項翻と第7章「電子メールでの英

　　　　文の書き方」

　第6章で文法事項を確認し，第7章で電子メールの書き方を解説することで，学生は実

際に電子メールを作成したり，英文作成練習などを行うことができる。さらに，第10章「日

常生活の語彙」，第14章「覚えておきたい口語表現」，第ユ6章「学術的教養：学部別語彙表

現」の中の語彙を使用すると学生の作業ははかどるであろう。

3．2．7．第8章『英語の諸相」および第9章r英語圏の社会と文化」

　第8章と第9章は英文で書かれているので，それらを読みながら，同時に言語的，文化

、的，社会的視点からみた英語のさまざまな側面が知識として蓄えられることであろう。

3．3．資料編（第戸部第七0章～巨鳥章）の使用方法

　同じ第1部に属してはいるものの，第10章から第笠6章のいわゆる資料編は，他の章とは

性質を異にしている。情報量が膨大なために授業で取り扱うというよりも，小テストの課

題としたり，学生の自主学習の課題とする方が好ましい。語彙力増強のために小テストを

行う際は，学生自身の目的意識により，暗記する項目を自ら選ばせた上で行うやり方も考

えられる。つまり，どの情報を選択し身につけるかも学生自身に委ねるのである。例えば，

学習者自身にとって難度の高い語彙を中心に選ばせるとか，学部に関係のある語彙（第エ6

章から出題する場合）など，暗記する目的が少しでも明確な方が学習意欲をうまく引き出

すことができるであろう。

4．終わりに

　本論では，英語に関する情報や知識の整理を大学生がいかに望んでいるかを示し，rA

Passage　to　Englis壇がどのようにそれを実現できるかを述べた。そして，それを実現す

る効果的な方法として，第1部の解説をもとにして第2部を参照する形での本テキストの

使用方法を提案した。もちろん，この提案が理想的な使用方法であるというわけではない

し，おそらく使用者の多くは第2部から第！部への参照により授業を組み立てるであろう。

　第！部と第2部の情報のリンクがこのテキストの大きな特徴であると編集委員一同は考

えている。編集の際に時間の余裕がなく，細かな相互参照の指示を付すことはできなかっ

たが，次回の改訂時により詳細で丁寧なものへと近づけたいと思う。9）

9）本テキストを使用した具体的な授業の組み立てに関しては，九州大学大学院欝語文化研究院のホーム
　ページ（http：〃www。　rc．　k弾shu－u．　ac．lp／一i璽。）内の全学共通教育科目シラバス（大津隆広の2000年度後

　期木曜3隈，金曜ユ限のクラスのシラバス）を参考にしていただきたい。解説，英文読解，小テスト

　に要する時間はそれぞれ，30分，45分，15分を目安に考えている。
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